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放射性核種を用いた東北地方太平洋沖地震に起因する海底変動の把握
Grasping changes in the sea bottom induced by the Tohoku earthquake using radionu-
clides
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2011年 3月に発生した東北地方太平洋沖地震により，震源地の海底では地割れや地すべりが発生した。また，福島第
一原子力発電所で発生した事故によって環境中へ飛散した放射性核種の一部が海洋に流入し，海底に堆積した。本研究で
は，沿岸域から外洋・深海までの海底堆積物を用いて福島第一原子力発電所から飛散した放射性物質の環境放射能評価及
び放射性核種による東北地方太平洋沖地震に起因する海底変動の把握を目的とした。調査は，2011年学術研究船「白鳳
丸」KH-11-7次航海にて，福島沖・日本海溝・シャツキーライズの海底堆積物を採取した。堆積物の内部構造をX線 CT
スキャナーで，非破壊的に撮影した後，堆積物を 0.5～2.0 cm間隔で切断し， Ge半導体検出器を用いてγ線核種の放射
能を測定した。福島沖及び日本海溝の堆積物から 137Csと 134Csが検出され，134Cs/137Cs比から検出された放射性セシ
ウムの大部分が福島第一原発に由来すると考えられたが，外洋では福島第一原発の影響はみられなかった。また，堆積
物の最表層と試料全体では 137Csや 134Csの存在量が異なっており，海底変動が想定されると考えられる海域において環
境放射能評価を行う際は試料全体を用いる必要性が示唆された。さらに海底変動は，I）本震によるタービダイトの形成，
II）本震と余震によるタービダイトの形成，III）最表層付近における複数回のタービダイトの形成などに分けられ，人工
放射性核種・自然放射性核種を用いて地震に伴う海底堆積物変動の詳細を把握し分類できることが示唆された。
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